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詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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津
軽
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
は
、
三
国
志
や
水
滸
伝

な
ど
を
題
材
に
し
た
勇
壮
で
色
鮮
や
か
な
武
者
絵
が
描
か
れ
た
扇
ね
ぷ
た

や
、
組
ね
ぷ
た
大
小
合
わ
せ
て
総
数
約
八
十
台
が
、
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
の
掛
け

声
と
共
に
市
内
を
練
り
歩
く
ま
つ
り
で
す
。

　

ね
ぷ
た
は
、
暑
さ
の
厳
し
い
、
農
作
業
の
忙
し

い
夏
期
に
襲
っ
て
く
る
睡
魔
を
追
い
払
う
た
め
、

村
中
一
団
と
な
っ
て
様
々
な
災
い
、
邪
悪
を
水
に

流
し
て
村
の
外
に
送
り
出
す
「
農
民
行
事
」
か
ら

生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
一
月
に
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

弘
前
ね
ぷ
た
は
、
小
型
の
ね
ぷ
た
か
ら
順
に
運
行
さ
れ
、
後
半
に
な
る

に
つ
れ
て
大
型
の
ね
ぷ
た
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ね
ぷ
た
の
後

ろ
に
は
笛
や
太
鼓
の
囃
子
方
の
一
団
が
続
き
、
勇
壮
な
囃
子
を
観
衆
の
心

の
中
に
残
し
つ
つ
、
中
心
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

ま
た
最
大
九
メ
ー
ト
ル
超
の
大
型
ね
ぷ
た
が
、
観
客
に
見
え
を
切
り
な

が
ら
電
線
や
看
板
を
か
わ
し
て
い
く
姿
、
そ
し
て
重
量
何
ト
ン
も
あ
る
ね

ぷ
た
の
歩
み
を
と
め
る
こ
と
な
く
、
汗
に
ま
み
れ
て
押

し
引
き
回
し
て
い
く
「
曳
き
手
」
の
姿
も
必
見
で
す
。

　

ま
た
子
供
た
ち
が
手
に
持
つ
、
藩
政
期
の
津
軽
で
飼

育
さ
れ
て
い
た
金
魚
「
津
軽
錦
」
の
形
を
模
し
た
、「
金

魚
ね
ぷ
た
」も
か
わ
い
ら
し
く
、と
て
も
趣
が
あ
り
ま
す
。

　

弘
前
ね
ぷ
た
は
一
七
二
二
（
享
保
七
）
年
に
初
め
て
文
献
に
登
場
し
て

か
ら
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
三
〇
〇
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

●
弘
前
ね
ぷ
た
本

　

弘
前
ね
ぷ
た
の
歴
史
や
制
作
な
ど
を
ま
と
め
た
「
弘
前
ね
ぷ
た

本
」
が
発
売
中
で
す
。
詳
し
く
は
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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●URL http://www.tsugarunavi.jp/freepass/
●お問い合わせ　弘前市観光案内所（JR弘前駅1F）　0172－26－3600（受付時間 8：45～18：00）
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列車とバスが乗り降り自由!
津軽の名所・温泉・観光施設をぐるっと回って楽しもう!!

※こども代金は小学生が対象となります。

おとな2,100円
こども1,050円

弘前⇔十和田周遊観光バス

津軽エリアの列車やバスが

２日間乗り放題

学生・団体割引有り

重要無形
民俗文化財

以下の感染防止対策の徹底をお願いいたします。

■マスク着用
■身体的距離の確保
■歩道上での飲酒、
　食事、食べ歩きの自粛
■大声での歓声を自粛
　（拍手での応援を推奨）

注意事項

■人ごみの中での喫煙や自撮り棒の使用、立小便やごみの
ポイ捨てなど、危険な迷惑行為はおやめください。

■運行中は運行コースにはみ出ないようご注意ください。
■コース周辺の路上に駐車しての観覧は、近隣住民の迷惑
となりますので、ご遠慮ください。

その他の観覧マナーについて

弘前ねぷた300年祭特別運行

ドローンなどの無人航空機の
飛行には許可が必要です。
ただし、ねぷた運行コースお
よび観覧場所周辺を飛行する
ことは、落下による事故につ
ながる恐れがあることから、禁止されています。
ドローンなどを見かけた人は近くのスタッフへ
お知らせください。

ドローンに関する注意

新型コロナウイルスの影響により2年連続で中止となった弘前ねぷたまつりが3年ぶりに開催されます。
新型コロナウイルスの感染防止対策として、合同運行を観覧する際は以下の内容をお守りくださるようお願いいたします。

ね ぷ た 運 行 順

※弘前ねぷたまつり期間中、８月
１日～４日の土手町運行、５日
～６日の駅前運行のねぷた運行
表を毎日19：00頃掲載予定。

７月８日（金）販売開始！

まるっとあおもり検索サイト
「ポみっと！」

インターネット販売

運行期間

弘前－奥入瀬渓流・十和田湖
弘前－十和田市現代美術館

弘南バス TEL0172－38－2255
http://www.tsugarunavi.jp/shuttlebus/

片道3,000円（往復5,000円）

お問い合わせ
ホームページ

片道4,000円（往復6,500円）
料金

４月23日～11月6日

土手町コース　8月1日～4日

桜大通り観覧席 2,000円
駅 前 コ ー ス　8月5日・6日

駅前観覧席 2,000円

Art by nekosumi  © CFM

運行前の場所取りは
おやめください。

撤去する場合があります。

場所取りの禁止

●開 催 日 令和4年8月27日（土）、28日（日）
●参加団体 青森ねぶた、五所川原立佞武多、
　　　　斜里ねぷた、尾島ねぷた
●運行経路 駅前地区

ねぷた運行順については、
弘前観光コンベンション協会ＨＰを

ご確認ください。

弘前ねぷた300年祭
公式応援キャラクター
「初音ミク」とコラボした
PR展開や公式グッズの
販売等を行います。
　詳しい事業については
弘前観光コンベンション
協会ホームページ(www.
hirosaki-kanko.or.jp/）
をご覧下さい。

リンクステーション
イベント事務局

電話予約

☎017―718―5544 
（10:00～18:00）

弘前市立観光館
店頭販売

9:00～18:00 ※TEL予約不可

運行コース等の詳細は、弘前観光コンベンション協会
HPへ掲載予定

７/８～7/28

７/８～7/28

７/８～8/4
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